




要約:NICU の中で慢性的管理を要する主要な疾患に中枢神経障害と新生児慢性肺疾患があ

る。この何れも栄養管理上に難しさがある。中枢神経障害者では通常の体重当りのカロリ

ーでは多いように思われるし、慢性肺疾患の患児では適当な栄養を与えることが難しい。

今回筆者は重症の W-M 症候群 3例についてその発育と臨床症状と栄養摂取の関連について

後方視的に調査した。3 例は 26 週以下の重症 W-M 症候群で 5 ケ月以上に渡って酸素投与

を必要とした。水分投与量を制限しつつカロリーを充分与えるために MCT oil 3ml/Kg を

加えつつ総水分量は 140ml/Kg 以下に制限した。呼吸困難が著明な時期では摂取熱量も少

なかった。呼吸困難が改善すると摂取熱量も増加し、体重増加も著明となった。3 例とも

major handicap は示さなかった。新生児慢性肺疾患の適当な摂取量とは何かについて討

論が必要であろう。


